
、

そ
の

第
二

条
に

「
本
会
ハ

本
県
下
各
郡
市
教
育
会
若
ク
ハ

教
育
上
団
体
ノ

同
盟
ヲ

以
テ
組
織
」
す
る
、

と
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

教
育
会
の

活
動
に

は
、

統
制
が
加
え
ら
れ
た
。

政
府
は
一

八
八
一

年
、

教
育
会
開

設
の

届
け
出
を
義
務
づ

け
、

同
時
に

会
合
の

結
果
に
つ

い

て

そ
の

報
告
を
求
め
て
い

る
。

こ

の

よ
う
な
小
学
校
教
員
の

政
治
運
動
、

言
論
活
動
の

制
限
は
、

さ
ら
に

強
化

さ
れ
、

政
府
は
学
校
を
各
種
の

集
会
に

使
用
す
る
の

を
禁
じ
る
よ
う
、

府
県
に

命
じ

た
。

神
奈
川
県
は
、

直
ち
に
、

こ

れ
を
郡
区
長
、

戸
長
、

学
務
委
員
に

流
し
た
。

神奈川県教育会雑誌 明治38年刊

そ
の

際
、

町
村
の

小
学
校
を
集
会
に

使
用
す
る
と
き
は
郡
区
長
の

許
可
を
受
く
べ

し
、

使
用
後
に
は
使
用
状
況
を
報
告
せ
よ
と

命
じ
た
の

で

あ

る
。

し
か
も
、

学
校
を
集
会
に

貸
す
際
は
教
育
上
の

妨
害
有
無
を
熟
考
し
て

決
定
せ
よ
と
し
、

万
一

、

決
定
し
が
た
き
際
は
県
庁
の

指
揮
を
仰
ぐ
よ

う
厳
命
し
た
。

ま
た
県
は
郡
に

対
し
、

巡
査
が
学
校
を
巡
視
す
る
こ

と

も
あ
り
得
る
と
示
唆
し
た
。

そ
の

後
、

大
住
郡
学
務
委
員
が
、

ど
ん
な
場

合
、

巡
視
が
あ
る
の

か
と
問
う
と
、

県
は
「
教
育
事
務
ニ

ハ

関
係
ヲ

有
セ

ズ

ト

雖
モ

警
察
上
必
用
ト
認
ル

場
合
」
と
回
答
し
て
い

る
。

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
、

大
日
本
教
育
会
等
は
、

教
育
費
負
担
区
分
の

変
更
を
要
求
し
、

一

八
九
三
年
に

は
、

国
家
教
育
社
や
町
村
会
議

員
と
共
に

国
会
請
願
を
行
っ

た
。

こ

れ
に

対
し
て

文
部
省
は
訓
令
を
発
し
、

教
員
が
政
論
団
体
に

加
入
す
る
を
許
さ
ず
と
、

弾
圧
の

挙
に

出
た
。

こ

の

政
策
に

呼
応
し
た
県
は
、

教
育
会
が
行
政
等
を
批
判
す
れ
ば
政
論
団
体
に

な
る
、

「
教
育
ハ

政
論
ノ

外
ニ

立
ツ
ベ

キ
」
も
の

だ
と
の

方
針
を
県
下

に
流
し
た
。

思
想
や
言
論
の

統
制
は
、

教
育
界
に

対
し
て

も
、

重
く
の

し
か
か
っ

て

い

た
の

で

あ
っ

た
。
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三
　
中
等
教
育
と
私
立
各
種
学
校
の

消
長

公
立
中
学
校
の

改
廃

明
治
初
期
に

お

け
る
県
下
の

中
等
教
育
の

機
関
と
し
て

は
、

横
浜
に

設
け
ら
れ
た
修
文
館
（
市
立
共
立
修
文
館
）
を
挙
げ
る

こ

と
が
で

き
よ
う
。

神
奈
川
県
と
し
て

も
、

公
立
中
学
校
の

設
立
を
計
画
し
た
が
、

実
現
に

至
ら
ぬ

ま
ま
一

八
七
六
（
明

治
九
）
年
を
迎
え
た
。

こ

の

年
四
月
、

足
柄
県
は
廃
止
さ
れ
、

神
奈
川
県
に

合
併
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

足
柄
県
に
お
い

て

は
、

小
田
原
師
範
学
校
の

な
か
に
、

中
学
科
を
、

そ
の

ま
ま
県
の

中
等
教
育
機
関
と
し
て

継
続
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
。

こ

う
し

て

県
下
で

は
、

公
立
の

中
学
校
が
一

校
の

み
、

し
か

も
小
田
原
に

設
け
ら
れ
て
、

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
に

及
ん
だ
。

し
か
し
中
学
校
が
県
下
に
一

校
の

み
で

は
、

何
と
し
て

も
不
便
で

あ
る
。

よ
っ

て

県
は
、

七
八
年
十
二

月
に
至
り
、

横
浜
師
範
学
校
の

な
か
に

中

学
校
を
開
設
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

た
だ
し
同
時
に
、

小
田
原
師
範
の

中
学
科
は
廃
止
し
て

し
ま
っ

た
。

財
政
上
の

理
由
に

よ
り
、

県
会
は
公
立

中
学
校
を
県
内
に
一

校
し
か
認
め
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

横
浜
に
中
学
校
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
が
、

応
募
者
は
少
な
か
っ

た
。

そ
こ

で

県
は
、

各
郡
区
役
所
、

学
区
取
締
に

対
し
、

住
民
の

就
学

を
勧
奨
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
ほ
ど
で

あ
る
。

こ

う
し
て
一

八
七
九
年
三
月
、

横
浜
師
範
学
校
内
中
学
校
は
、

修
業
年
限
四
年
の

変
則
中
学
校
と

し
て

発
足
し
た
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
翌
一

八
八
〇
年
の

県
会
に
お
い

て
、

中
学
校
予
算
案
が
承
認
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、

同
年
七
月
に

は
廃
止
さ

れ
て
し
ま
っ

た
。

い

っ

ぽ
う
小
田
原
師
範
学
校
で

は
、

七
九
年
に

師
範
学
校
が

廃
止
さ
れ
る

と
、

直
ち
に

中
学
予
科
の

設
立
を
計
画
し
、

六
月
に

は
県
の

認
可
を

得
た
。

ま
た
、

旧
足
柄
県
に

属
し
た
六
郡
（
大
住
・

淘
綾
・

足
柄
上
、

下
・

愛
甲
・

津
久
井

）
は
、

共
同
し
て

中
学
校
を
設
立
す
る
こ

と
に

し
、

県
の

認
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可
を
受
け
て
、

十
一

月
に

は
六
郡
共
立
の

小
田
原
中
学
校
が
開
校
し
た
。

そ
の

校
舎
や
書
籍
・

器
械
な
ど
の

施
設
・

設
備
は
、

小
田
原
師
範
学
校
の

も
の

を
受
け
つ

い

だ
。

し
か
し
小
田
原
中
学
校
も
、

一

八
八
一

年
に

は
津
久
井
郡
が
脱
落
し
て
五
郡
共
立
と
な
り
、

ま
た
応
募
者
も
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ

た
。

さ
ら

に

学
校
資
金
の

運
用
も
悪
く
、

教
科
課
程
の

構
成
で

も
対
立
が
お
こ
っ

て
、

財
政
難
に

お
ち
い

り
、

一

八
八
四
年
七
月
よ
り
休
校
と
な
っ

た
ま
ま
、

や
が
て

廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

そ
の

後
、

足
柄
下
郡
の

有
志
は
、

中
学
校
の

跡
に

洋
学
校
を
設
立
し

よ

う
と

計
画
し
、

一

八
八
六
年
五
月
、

郡
立
小
田
原
英
語
学
校
の

開
設
を

見
た
。

足
柄
上
・

大
住
・

淘
綾
の

三
郡
も
、

同
じ
月
、

三
郡
共
立
学
校
を
大
住
郡
金
目
村
（
現
在

平
塚
市
）
に

設
立
し
た
。

し
か
し

小
田

原
英
語

学
校
は
、

経
営
困
難
の

た
め
、

一

八
八
七
年
三
月
に

は
廃
校
と
な
る
。

三
郡
共
立
学
校
は
、

一

八
九
六
年
四
月
、

大
住
、

淘
綾
二

郡
が
合
併
し
て

中

郡
と
な
っ

た
た
め
、

二
郡
共
立
学
校
と
改
称
し
た
。

さ
ら
に

足
柄
上
郡
が
脱
落
し
た
の
で
、

中
郡
共
立
学
校
と
改
称
す
る
。

そ
の

後
身
が
中
郡
農
業

学
校
で

あ
る
。

こ

の

間
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
の

県
会
に
お
い

て
、

中
学
校
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、

そ
の

審
議
に

あ
た
っ

て

は
、

地
方
税
負

担
の

増
加
、

ま
た
小
田
原
中
学
設
置
者
の

六
郡
の

住
民
に

と
っ

て

は
二

重
負
担
と
な
る
と
の

反
対
が
強
く
、

県
当
局
も
新
規
事
業
を
認
め

な
い

方
針

を
と
っ

た
。

翌
八
二

年
に

も
、

再
び
予
算
案
の

提
出
を
み
た
が
、

お
り
か
ら
県
会
の

大
勢
は
予
算
減
額
を
主
張
し
て
い

た
と
き
で

も
あ
り
、

反
対
が

多
く
、

つ

い

に

廃
案
と
な
っ

た
。

こ

う
し
て

県
下
に

は
、

中
郡
共
立
学
校
の

ほ
か
、

公
立
中
学
校
は
一

校
も
な
い

ま
ま
、

明
治
二
十
年
代
に

入
る
こ

と
と
な
る
。

Y

校
の
創
立
と
発
展

現
在
ま
で

続
い

て
い

る
公
立
中
等
学
校
の

う
ち
、

そ
の

創
立
が
最
も
古
い

も
の

は
、

横
浜
市
立
商
業
学
校
で

あ
る
。

同
校

が
横
浜
市
立
と
な
っ

た
の

は
一

九
一

七
（
大
正
六

）
年
で

あ
る
が
、

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
四
月
に

は
本
町
外
十
三
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箇
町
立
と
な
っ

て
い

る
。

ヨ

コ

ハ

マ

を
象
徴
す
る
「Y

」
の

帽
章
と
制
服
が
定
め
ら
れ
た
の

も
、

こ

の

年
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

以
来
、

同
校
は
「Y

校
」
と
呼
ば
れ
て
、

市
民
に

親
し
ま
れ
、

多
数
の

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て

き
た
の

で

あ
っ

た
。

Y

校
の

前
身
は
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
三
月
二

十
日
に

創
立
さ
れ
た
横
浜
商
法
学
校
で

あ
る
。

幕
末
に
お

け
る
横
浜
の

開
港
以
来
、

貿
易

を
取
扱
っ

た
の

は
英
一

番
、

亜
米
一

番
な
ど
の

外
国
商
館
で

あ
り
、

日
本
の

貿
易
商
は
間
接
的
な
業
務
し
か
で

き
な
か
っ

た
。

そ
こ

で
、

日
本
側
は

貿
易
商
組
合
を
作
っ

て

商
権
の

独
立
を
得
た
い

と
願
う
よ
う
に

な
っ

た
。

な
か
で

も
、

生
糸
売
込
商
の

小
野
光
景
は
、

商
権
を
回
復
で

き
な
い

の

は
、

商
業
教
育
が
遅
れ
て

い

る
か
ら
だ
と
主
張
し
、

貿
易
商
仲
間
の

茂
木
惣
兵
衛
、

西
村
喜
三
郎
の

賛
同
を
得
て
、

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
六

月
、

商
業
夜
学
校
の

設
立
を
県
に

願
い

出
た
。

こ

れ
が
認
可
さ
れ
て
、

南
仲
通
二
丁
目
に

「
横
浜
商

法
夜
学
舎
」
が
開
設
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

な
お
同
校
の

名
称
は
『
文
部
省
年
報
』
に

は
、

商
法
夜
学

校
あ
る
い

は
商
業
夜
学
所
と
記
載
さ
れ
て
い

た
。

商
法
夜
学
舎
で

は
、

教
師
に

福
沢
諭
吉
門
下
の

高

力
衛
門
を
招
き
、

毎
夕
四
時
間
、

読
書
・

算
術
・

簿
記
・

作
文
・

習
字
を
教
え
た
。

し
か
し
数
年
後

に

は
廃
校
と
な
っ

て
い

る
。

そ
こ

で

横
浜
の

貿
易
商
組
合
は
、

本
格
的
な
商
業
教
育
に

よ
っ

て

輸
出

入
業
務
の

改
善
を
促
進
し
よ
う
と
し
、

茂
木
、

西
村
ら
組
合
員
二

十
八
人
が
商
業
学
校
創
立
発
起
人

と
な
り
、

寄
付
金
を
募
り
始
め
た
。

発
起
人
は
舶
来
織
物
引
取
商
、

生
糸
売
込
商
、

雑
貨
売
込
商
等

か
ら
成
り
、

小
野
ら
七
人
が
代
表
と
な
っ

て

運
動
し

た
。

こ

う
し
て
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
、

町
会
所
の

楼
上
を
仮
教
室
と
し
て
、

横
浜
商
法
学
校
が
創
立
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

同
年
十
一

月
に

は
、

北
仲
通
六
丁
目
に

校
舎
を
新
築
し
た
。

1897年7月に落成した横浜商業学校新校舎
『美沢先生』から

横
浜
商
法
学
校
の

校
長
に

は
福
沢
門
下
の

美
沢
進
が
就
任
し
、

商
業
・

英
語
・

漢
書
の

三
科
目
を
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開
講
し
た
。

設
立
当
時
、

生
徒
四
名
に

対
し
教
職
員
は
五
名
で

あ
っ

た
が
二

年
後
に
は
生
徒
も
百
五
十
一

名
に

増
加
し
た
。

ま
た
創
立
の

当
初
か
ら

夜
間
部
を
置
き
、

簿
記
・

英
語
の

二
科
目
を
教
え
た
。

一

八
八
八
（
明
治
二
十
一

）
年
二
月
に

は
、

横
浜
商
業
学
校
と
改
称
し
た
。

「
商
法
」
が
公
布
さ
れ
る
に

際
し
、

名
称
の

混
同
を
避
け
る
た
め
で

あ
っ

た
。

修
業
年
限
は
当
初
か
ら
五
年
で

あ
り
、

予
科
二
年
、

本
科
三
年
に

分
け
ら
れ
て
い

た
。

教
科
課
程
は
、

実
践
に

重
き
を
お
く
商
法
を
中
心
に

展

開
さ
れ
た
。

県
はY
校
が
「
実
用
商
業
ヲ

練
習
ス

ル

ノ

方
法
ヲ

取
リ
時
々

生
徒
ヲ

シ

テ
商
業
家
ニ

就
キ
商
業
ノ

現
況
ヲ

調
査
ス

ル

等
其
実
益
最
モ

少

シ

ト
セ

ス

」
と

評
し
て
い

る
（
明
治
二
十
三
年
『
横
浜
市
学
事
概
況

』）。
こ

の

年
（
一

八
八
八

）
三
月
に

類
焼
し
、

一

八
九
七
年
七
月
に

は
北
仲
通
三
丁

目
に

新
校
舎
が
落
成
し
た
。

こ

の

間
一

八
九
五
年
三
月
、

夜
間
部
は
廃
止
さ
れ
た
が
同
一

校
内
に

横
浜
商
業
補
習
学
校
と
し
て

再
発
足
し
た
。

一

八

九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
九
月
に

は
、

文
部
省
か
ら
「
高
等
ナ
ル

商
業
学
校
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て

い

る
。

高
等
商
業
学
校
で

は
な
い

が
、

程
度
の

高
い

商
業
学
校
で

あ
る
こ

と
が
、

公
式
に

認
め

ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

事
実
、

県
立
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

は
、

Y

校
は
横
浜
に

お
け
る
最
高

学
府
で

あ
っ

た
。

な
お
「
高
等
ナ
ル

商
業
学
校
」
と
の

規
定
は
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
に
「
専
門
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
る
に

及
び
、

削
除

さ
れ
た
。

一

九
〇
四
年
に
は
予
科
を
廃
し
て
、

本
科
五
年
と
な
り
、

一

九
〇
五
年
九
月
に

は
南
太
田
町
に

新
築
さ
れ
た
校
舎
に

移
転
し
た
。

キ
リ
ス

ト
教

系

女
学

校

横
浜
に
お
け
る
女
子
教
育
の

大
き
な
特
徴
は
、

私
立
学
校
、

と
く
に

キ
リ
ス

ト
教
系
私
立
学
校
の

発
達
で

あ
る
。

ま
ず
、

フ

ェ

リ

ス

女
学
校
の

生
い

立
ち
を
み
よ
う
。

ア
メ

リ
カ
改
革
派
の

宣
教
師S

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン

が
一

八
六
九
年
に

ア
メ

リ
カ
か
ら
再
び
来

日
し
た
と
き
、

同
派
の

婦
人
宣
教
師M

・

キ
ダ
ー
を
同
伴
し
た
。

そ
の

意
図
は
、

日
本
を
キ
リ
ス

ト
教
国
に

す
る
前
段
階
と
し
て
、

女
子
教
育
を
推

進
す
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

七
〇
年
、

キ
ダ
ー

はJ

・C

・

ヘ

ボ
ン

の

塾
の

教
師
と
な
っ

た
。

さ
ら
に

七
一

年
に

な
る
と
、

キ
ダ
ー

は
対
象
を
女
子
の

み
に

限
定
し
、

英
語
・

聖
書
等
を
十
二

人
に

教
え
て
い

る
。

七
二

年
、

ヘ

ボ
ン

塾
で

は
狭
隘
と
な
っ

た
た
め
、

ヘ

ボ
ン

と
別
れ
て

独
立
し
、

権
令
大

江
卓
の

尽
力
に

よ
り
伊
勢
山
に

塾
舎
を
か
ま
え
た
。

七
三
年
に

は
キ
リ
ス

ト
教
も
解
禁
と
な
り
、

生
徒
も
約
五
十
人
に

達
し
た
。

©神奈川県立公文書館



一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
、

六
月
、

キ
ダ
ー
は
山
手
居
留
地
の

政
府
貸
与
地
に

新
校
舎
と
寄
宿
舎
を
新
築
し

て
、

移
転
し
た
。

こ

の

資
金
は
、

ア

メ

リ
カ
の

同
派
教
会
寄
付
金
が
お
も
な
も
の

で

あ
っ

た
。

し
た
が
っ

て

正
式
の

校
名
は
、

同
派
総
主
事
の

名
を
と
っ

て

「
ア

イ
ザ
ッ

ク
・

フ

エ

リ
ス

・

セ

ミ

ナ
リ
ー

」
と
称
し
た
の

で

あ
る
。

も
っ

と
も
日
本
人
に

対
し
て

は
「
フ

エ

リ
ス

学
校
」
と
称
し
て
い

た
。

こ

の

と
き
発
表
さ
れ
た
カ
リ
キ
ユ

ラ
ム

に

は
、

英
学
諸
課
・

算
術
・

習
字
・

素
読
・

縫
物
等
の

ほ
か
、

聖
書
講
読
や
教
理
問
答
な
ど
も
あ
る
。

募
集
対
象
は
「
日
本
婦
女
子
」
で

あ
っ

た
が
、

七
九
年
に

は
「
六
歳
以
上
」
と
年
齢
に

制
限
を
加
え
た
。

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
、

キ
ダ
ー
が
伝
道
に

専
念
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で
、

か
わ
っ

てE

・S

・

ブ
ー
ス

が
校
長
に

就
任
す
る
。

ブ
ー
ス

は
校
舎
の

増
改
築
を
進
め
、

ま
す
ま
す
女
子
教
育
を
振
興
す
る
た
め

に

学
則
を
つ

く

り
、

一

八
八
四
年
に

は
予
科
二
年
、

本
科
四
年
、

高
等
科
二
年
の

課
程
を
編
成
し
た
。

こ

の

年
の

新
聞
に

は
、

次
の

よ
う
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

創立当時の生徒
『フェリス和英女学校六十年史』から

当
校
ハ

子
女
教
育
ノ

道
ヲ

振
作
シ

和
漢
洋
普
通
ノ

学
即
チ

学
術
文
学
礼
法
、

裁
縫
、

画
学
等
ヲ

教
授
シ
、

且
ツ

基
督

教
ヲ

以
テ

真
正
ノ

道
徳
ヲ

養
ヒ
、

凡
ソ

婦
女
、

脩
身
、

斉
家
ノ

道
ニ

於
テ

備
ハ

ラ
サ

ル

所
ナ
シ
、

但
シ

創
立
、

今
ヲ

距

ル

殆
ト
十
年
、

生
員
繁
殖
シ
、

業
術
モ

漸
次
進
歩
セ

リ
ト

雖
ト
モ
、

堂
室
狭
隘
ニ

シ

テ

多
人
数
ヲ

容
ル

ヽ

ニ

足
ラ
ズ
、

且
ツ

時
勢
ノ

変
遷
ニ

従
テ
、

校
則
学
科
、

或
ハ

目
今
ノ

情
態
ニ

適
セ

サ
ル

所
ナ

キ
ニ

シ

モ

ア

ラ
ズ
、

故
ニ

昨
年
更
ニ

堂

室
ヲ

増
築
シ
、

校
則
学
科
モ

折
衷
改
良
シ

テ
、

益
完
全
ナ
ラ
シ

メ
、

賢
婦
才
女
ヲ

輩
出
セ

ン

ト

欲
ス
、

幾
ク
ハ

四
方
有

志
ノ

諸
君
、

吾
儕
ノ

微
衷
ヲ

賛
成
シ

続
々

許
多
ノ

女
子
ヲ

入
校
セ

シ

メ

ラ
レ

ン

コ

ト
ヲ

但
シ

暑
中
休
暇
後
ハ

九
月
初
旬
ヨ

リ
始
業
ス
、

仍
テ
入
校
御
望
ノ

方
ハ

、

当
校
又
ハ

東
京
下
谷
練
塀
町
三
十
三
番
地

植
村
正
久
方
へ

御
申
込
ア
レ
、

且
ツ

規
則
書
熟
覧
セ

ン

ト
欲
ス

ル

方
ハ

、

御
書
信
次
第
、

郵
送
ス

可
シ

横
浜
山
ノ

手
百
七
十
八
番

明
治
十
七
年
七
月

　
フ

ェ

リ
ス

女
学
校

（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
七
年
七
月
三
十
日
付
）
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そ
の

後
、

校
名
は
フ
ェ

リ
ス

英
和
女
学
校
、

フ

ェ

リ
ス

和
英
女
学
校
と
改
め
ら
れ
た
も
の
の
、

在
学
し
た
女
生
徒
は
、

キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の

影
響
を
受
け
て
、

明
治
二
十
年
代
に

は
生
徒
全
体
の

お
よ
そ
半
数
が
信
者
と
な
っ

た
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

フ

エ

リ
ス

以
外
の

居
留
地
の

女
学
校
も
、

日

本
人
女
子
に
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
し
て

の

品
性
を
具
備
さ
せ

よ
う
と
し
た
。

こ

の

目
的
を
達
成
す
る
に

は
、

ミ

ッ

シ

ョ

ン

本
部
か
ら
教
員
（
校
長

）
の

派
遣
を
受
け
、

資
金
援
助
を
得
る
必
要
が
あ
っ

た
。

こ

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン
・

ス

ク

ー
ル

に
よ
っ

て
、

本
県
の

女
子
教
育
は
開
始
さ
れ
、

発
展
し
て
い

っ

た
の

で

あ
っ

た
。

ア
メ

リ
カ
婦
人
一

致
外
国
伝
道
協
会
派
遣
の

婦
人
宣
教
師
、

J

・N

・

ク
ロ

ス

ビ

ー
、

L

・H

・

ピ
ア

ソ

ン
、

M

・

プ
ラ
イ
ン

の

三
人
が
一

八
七

一

年
、

山
手
居
留
地
に

設
立
し
た
ミ

ッ

シ

ョ

ン
・

ホ
ー
ム

は
、

翌
年
十
月
、

校
名
を
日
本
婦
女
英
学
校
と
称
す
る
。

同
校
は
、

設
置
の

主
体
が
各
教

派
の

連
合
で

あ
っ

た
か
ら
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
に

は
共
立
女
子
学
校
と
改
称
し
の

ち
共
立
女
学
校
と
な
っ

た
。

米
国
の
メ

ソ

ジ
ス

ト
・

プ
ロ

テ
ス

タ

ン

ト

教
会
が
日
本
に

派
遣
し
た
婦
人
宣
教
師H

・G

・

ブ
リ
テ
ン

は
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
に
ブ
リ

テ
ン

女
学
校
を
開
い

た
。

そ
の

教
育
課
程
は
、

英
学
科
、

小
学
科
、

和
洋
裁
縫
科
、

幼
稚
園
と
別
々

に

定
め
ら
れ
た
。

八
六
年
に

は
、

男
生
徒
を
分

離
し
横
浜
英
和
女
学
校
と
横
浜
英
和
学
校
と
に

分
れ
た
。

こ

の

と
き
、

ブ
リ
テ
ン

も
校
長
職
を
退
い

た
。

同
系
の

北
部
教
会
派
も
、

一

八
八
四
年
に

聖
経
女
学
校
を
開
き
、

日
本
の

婦
人
宣
教
師
養
成
に

努
め
た
。

米
国
バ

プ
テ
ス

ト
派
のC

・A

・

サ
ン

ズ
は
一

八
七
五
年
、

N
・

ブ
ラ
ウ
ン

夫
人
は
一

八
八
九
年
ご
ろ
私
塾
を
設
け
た
。

同
派
婦
人
宣
教
師C

・

A

・

カ
ン

バ

ー
ス

は
、

こ

れ
を
継
承
し
、

一

八
九
一

年M

・L
・

コ

ル

ビ

ー
学
校
（
後
、

捜
真
女
学
校

）
と
称
し
、

女
子
の

教
育
に

あ
た
っ

た
。

以
上
の
、

日
本
人
対
象
の

女
学
校
は
、

新
教
系
で

あ
っ

た
が
、

旧
教
系
で

は
、

サ
ン

モ

ー
ル

修
道
会
が
一

八
七
四
年
に

外
人
対
象
の

サ
ン

モ

ー
ル

・

ス

ク

ー
ル

を
開
い

た
。

こ

の

修
道
会
は
、

後
年
（
一

九
〇
〇
年
）、
日
本
人
女
子
対
象
の

紅
蘭
女
学
校
を
設
立
し
た
。
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私
立
の
諸
学
校

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
、

横
浜
の

住
吉
町
の

私
立
若
米
中
学
校
（
普
通
中
学
科
・

六
年
制
）
が
認
可
さ
れ
た
。

同
校
は
一

七

五
（
明
治
八

）
年
に

若
米
学
校
（
小
学
科

）
と
し
て

出
発
し
、

六
年
後
に

若
米
学
舎
（
正
則
と
変
則
の

英
学
科
）
を
開
設
し
て
い

る
、

変
則
中
学
で

は
あ
っ

た
が
、

そ
の

設
立
目
的
と
し
て
、

大
学
・

専
門
学
校
志
願
者
を
対
象
と

し
、

達
才
成
徳
の

人
を
養
い

国
恩
に

報
ず
る
こ

と
、

神
奈
川
県
中
学
教
育
の

欠
陥
を
是
正
す
る
こ

と
な
ど
を
掲
げ
て
い

た
。

と
き
に

県
会
で

は
中
学
校
の

新
設
費
を
否
決
し
て

お
り
、

五
港
の

う
ち
首
位

を
占
め
る
横
浜
に

中
学
校
が
な
い

こ

と
は
、

教
育
者
に
と
っ

て

不
自
然
と
考
え
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
抱
負
に

も
か
か
わ
ら

ず
、

入
学
者
は
少
な
く
て
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
四
月
に

は
廃
校
と
な
っ

て

し
ま
っ

た
。

と
こ

ろ
で

政
府
は
、

小
・

中
学
校
、

師
範
学
校
、

大
学
な
ど
の

他
を
「
各
種
の

学
校
」
と
称
し
、

私
立
各
種
学
校
の

設
置
等
に

は
厳
し
い

条
件
を

つ

け
な
か
っ

た
。

そ
こ

で

県
下
に

お
い

て

も
、

こ

う
し
た
「
各
種
の

学
校
」
は
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

設
け
ら
れ
、

こ

と
に
一

八
八
四
年
か
ら
八
六
年
ま
で

の

三
年
間
に

は
、

三
十
七
校
も
開
か
れ
て
い

る
。

そ
の

学
科
内
容
を
み
る
と
、

漢
学
・

読
書
・

習
字
・

算
術
・

英
学
普
通
小
学
科
等
で

あ
る
が
、

英
学
な
ど
英
語
関
係
の

学
科
を
も
つ

学
校
が
最
も

多
い
。

当
時
、

政
府
は
不
平
等
条
約
を
改
め
よ
う
と
欧
化
政
策
を
と
っ

て
い

た
し
、

横
浜
港
の

貿
易
収
入
は
好
転
し
、

活
況
を
呈
し
始
め

て

い

た

か
ら
、

住
民
も
英
語
に

強
い

関
心
を
も
っ

た
た
め
で

あ
ろ
う
。

公
認
の

英
語
学
校
の

な
か
に

は
、

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
関
係
の

美
普
美
花
学
校
（
前
身

・

横
浜
神
学
校
）
が
あ
る
。

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
月
にR
・S

・

マ

ク
レ

イ
に

よ
り
開
設
さ
れ
た
横
浜
神
学
校
は
、

メ

ソ

ジ
ス

ト
教
会
が
神

学
生
の

養
成
を
目
的
と
し
で

設
立
し
た
も
の

で

あ
る
が
、

英
学
を
め
ざ
す
学
生
の

入
学
も
許
し
た
。

美
会
神
学
校
、

美
以
美
神
学
校
と
も
呼
ば
れ
、

一

八
八
二
年
九
月
に

は
東
京
に

移
る
。

横
浜
神
学
校
が
東
京
へ

去
っ

た
後
、

な
お
入
学
を
希
望
す
る
者
が
あ
っ

た
の

で
、

一

八
八
四
年
十
一

月
、

尾

上
町
に

美
普
美
英
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。

同
校
で

は
貿
易
関
係
の

勤
労
青
年
た
ち
に

英
学
・

会
話
・

簿
記
を
三
人
の

外
人
が
教
え
た
。

生
徒
は
一

時

百
五
十
人
に

も
達
し
、

分
校
を
高
座
郡
藤
沢
駅
に

設
け
た
ほ
ど
で

あ
る
。

し
か
し
本
校
（
美
普
美
英
学
校
）
は
六
年
間
で
、

分
校
は
一

年
間
で

閉
鎖
さ
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れ
て
い

る
。

私
立
各
種
学
校
の

活
動
状
況
を
み
る
と
、

た
と
え
ば
一

八
九
〇
年
度
に

は
、

三
十
七

校
が
存
在
し
、

県
民
に

学
習
の

場
を
与
え
て
い

る
。

所
在
地
は
横
浜
市
（
十
六

）、

南
多

摩
郡
（
五

）、

北
多
摩
郡
（
四

）
の

順
に

多
い
。

ま
た
、

内
容
は
、

英
語
専
門
学
校
が
六

校
、

英
語
と
他
学
科
の

併
用
が
十
二
校
あ
り
、

両
者
の

合
併
が
十
八
校
と
な
る
。

全
体

の

半
分
が
英
語
教
育
に

あ
た
っ

た
の
で
、

各
種
学
校
の

特
色
と
な
っ

て

い

た
。

小笠原東陽
平塚市史編さん室蔵

各
種
学
校
が
開
設
さ
れ
た
期
間
は
、

比
較
的
短
か
い

も
の

が
多
い

が
、

長
期
に

わ
た

る
学
校
は
、

内
容
も
充
実
し
て
い

た
。

二
十
年
以
上
も
続
い

た
耕
余
塾
（
高
座
郡
羽
鳥
村
）
は
、

一

八
七
二

年
に

小
笠
原
東
陽
の

読
書
院
と
し
て

開
か

れ
、

皇
漢
学
を
学
科
と
し
、

の

ち
英
学
を
加
え
た
。

東
陽
は
八
七
年
に

歿
し
た
が
、

教
え
子
は
約
三
千
名
に

達
し
、

卒
業
後
「
相
当
の

地
位
を
占
む

る
者
」
多
く
「
県
下
文
化
上
に

偉
大
な
る
功
績
を
有
す
る
私
塾
」
と
評
さ
れ
た
。

東
陽
死
後
、

英
語
な
ど
十
二
科
目
で

構
成
す
る
普
通
科
（
三
年
制
）、

植
物
学
な
ど
十
一

科
目
の

農
業
科
（
二

年
制
）
を
設
け
、

九
三
年
に

は
五
年
制
五
学
級
と

し

た
。

学
校
経
費
は
、

授
業
料
、

郡
長
・

名
士
等
の

維
持

金
等
で

ま
か
な
っ

た
が
、

徐
々

に

運
営
に

窮
し
一

八
九
七
年
に

閉
鎖
さ
れ
た
。

橘
樹
郡
中
原
村
の

時
習
学
館
も
一

八
九
〇
年
に

設
立
さ
れ
、

和
漢
、

英
数
を
教
え
、

途
中
で

自
習
学
舎
、

自
習
学
校
と
改
称
し
た
も
の

の
、

約
七
十
年
も
続
い

た
。

居
留
地
の

外
人
家
塾
は
、

横
浜
の

特
色
で

あ
る
。

ま
ず
、

横
浜
で

創
立
さ
れ
た
が
、

一

八
八
〇
年
代
に

東
京
へ

移
転
し
、

他
校
と
合
併
し
た
も
の

が
あ
る
。

J

・C

・

ヘ

ボ
ン

夫
妻
（
長
老
派
教
会
）
は
一

八
六
二

年
に

自
宅
で

英
学
を
教
え
始
め
、

十
年
後
に
は
英
語
・

地
理
・

歴
史
・

算
術
等
を

教
師
四
人
が
塾
生
約
四
十
人
に

教
え
た
。

J

・H

・

バ

ラ
（
改
革
派
教
会
）
は
、

一

八
七
〇
年
か
ら
修
文
館
で

英
学
を
教
え
た
が
、

同
時
に

自
宅
で

も
教
え
、

塾
生
約
五
十
人
に

達
し
た
。

S

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン

（
同
上
派
）
は
、

幕
府
の

英
学
所
や
、

そ
の

後
身
の

修
文
館
で

英
語
教
師
を
し
た
が
、
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一

八
七
三
年
か
ら
開
塾
、

旧
桑
名
藩
士
な
ど
二
十
人
に

英
学
・

歴
史
・

神
学
等
を
教
え
た
。

M

・N

・

ワ

イ
コ

フ

（
同
上
派

）
は
、

一

八
七
二
年
に

開
塾
、

の

ち
先
志
学
校
と
称
し
、

英
学
・

漢
学
・

小
学
の

三
課
程
と
し
た
。

新
聞
で

生
徒
募
集
を
し
た
が
、

三
十
人
ほ
ど
し
か
集
ま
ら
な
か
っ

た
。

F

・C

・

ク

ラ
イ
ン

（
メ

ソ

ジ
ス

ト

派
教
会

）
は
一

八
八
三
年
に

男
子
夜
間
英
語
学
校
を
設
け
、

同
派
美
普
教
会
は
八
六
年
に

横
浜
英
和
学
校
を
開
設

し
た
。

前
者
は
四
年
間
で

廃
校
と
な
っ

た
が
、

後
者
は
横
浜
美
普
教
会
経
営
の

横
浜
英
語
専
修
学
校
（
一

九
〇
三
年
改
称

）
と
な
り
、

大
正
期
ま
で

存

続
し
た
。

以
上
の

ご
と
き
英
語
を
教
え
る
キ
リ
ス

ト
教
主
義
の

外
人
家
塾
は
、

横
浜
の

み
な
ら
ず
神
奈
川
県
全
体
に

対
し
て

も
、

文
明
開
化
の

新
風
を
吹
き

こ

み
近
代
教
育
の

先
駆
を
な
し

た
の

で

あ
る
。
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